
部活については、すごく生きがいにしている先生
もいて、熱心に指導してくださっているんです。
その人のモチベーションを下げないようにしない
といけないですし、練習量を減らしましょうとか、
一部の休部などは、言い出しづらくて・・・。

とくしまの学校における働き方改革通信 ～うぇるびーいんぐ～
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研修 紹介
「先生が忙しすぎる」をあきらめないⅡ より
（ NITS独立行政法人教職員支援機構 校内研修シリーズNo.144）

校長・教頭からよく聞くお悩み

なぜ忙しい日々を変える必要があるのか

だれの、何を
守ろうと

しているのですか？

NITS校内研修シリーズに働き方改革関連の研修動画がアップされました。
社会的な課題となっている学校における働き方改革について、
「Why なぜ忙しい日々を変える必要があるのか 」「What なにをしていけばよいか 」
「How どう進めるか」といった3つの視点に基づいて解説されています。

※R5.12月教育長メッセージより

子供たちも忙しすぎる！宿題の出しすぎもそう

子供たちの健康が第一！

こんな子供いませんか？
最近、教室では疲れ切った様子が見られ
ます。勉強にも集中できていないようで心配。
部活動では非常に熱心なのですが、、、

生き生きやりたいからこそ、ストップをかける！

子供も教員も
生き生き輝く
学校でありたい

年度末
だからこそ
総括を

どんな状況?

どうしてこうなった?

■学校目標は実現できたか？
■教員全体が、同じ景色を目指していたか？
■データ(出退勤ログ等)を活用し､「見える化」
■次年度の方向性や取組を協議しよう！

どこが問題?どうする?

NITSサイトはこちら↑
「先生が忙しすぎる」をあきらめないⅡ 
校内研修シリーズ No.144

けがをする確率が高くなることが、実証されている。

・

出典：NITS 独立行政法人教職員支援機構
校内研修シリーズNo.144 オンライン研修教材
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